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広
島
で
交
通
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
前
に
、

ま
ず
広
島
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
。
広
島
は

太
田
川
の
河
口
に
広
が
る
扇
状
地
、
す
な
わ
ち

デ
ル
タ
に
あ
る
。
太
田
川
が
運
ん
で
き
た
砂
が

堆
積
し
て
で
き
た
地
形
だ
。
現
在
は
太
田
川
放

水
路
が
作
ら
れ
た
た
め
６
つ
と
な
っ
た
が
、
７

つ
の
川
が
流
れ
る
広
島
だ
っ
た
。
江
戸
期
に
広

島
城
が
建
て
ら
れ
、
城
下
町
と
し
て
発
展
す
る

過
程
で
盛
ん
に
埋
め
立
て(

新
開
）
が
進
め
ら

れ
た
。
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
の
西
隣
に
あ
る
新
白
島

(

は
く
し
ま)

駅
や
、
広
島
電
鉄
の
電
停
の
あ
る 

白
島
は
、
そ
の
名
の
通
り
元
々
は
島
だ
っ

た
。
平
和
大
通
り
に
面
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島

放
送
局
の
向
か
い
に
あ
る
白
神
社(

し
ら
か

み
し
ゃ
）
は
、
海
か
ら
突
き
出
た
岩
礁
に

船
が
衝
突
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
白
い
紙

を
目
印
に
立
て
た
事
が
由
来
と
さ
れ
、
付

近
が
昔
は
海
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
明
治
期
に
入
り
、
広
島
に
も
鉄
道
が

伸
び
て
き
た
が
、
お
掘
り
に
囲
ま
れ
た
広

島
城
や
、
７
つ
あ
る
川
に
橋
を
架
け
る
の

を
回
避
す
る
た
め
、
山
陽
本
線
は
デ
ル
タ

部
分
を
迂
回
す
る
よ
う
に
西
へ
と
伸
び
、

広
島
駅
も
デ
ル
タ
の
外
側
に
設
け
ら
れ

た
。
城
下
町
広
島
は
、
西
国
街
道
に
沿
っ

て
街
が
に
ぎ
わ
い
、
一
方
で
広
島
駅
周
辺

は
広
大
な
鉄
道
の
機
関
区
や
操
車
場
な
ど

で
市
街
化
は
遅
れ
、
発
展
す
る
中
心
部
と

の
格
差
は
広
が
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
軍
都

で
も
あ
っ
た
広
島
は
、
軍
関
係
の
施
設
や

広
い
練
兵
場
な
ど
も
あ
り
、
デ
ル
タ
内
部

の
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
に
官
民
の
諸
施
設

が
集
ま
っ
て
い
た
。
路
面
電
車
は
大
正
元

年
に
デ
ル
タ
の
外
に
あ
っ
た
広
島
駅
と
中

心
部
と
を
結
ぶ
役
割
と
し
て
建
設
さ
れ
、

八
丁
堀
や
紙
屋
町
な
ど
は
広
島
城
の
お
掘

り
を
埋
め
立
て
て
幅
１
７
ｍ
の
道
路
を
建

設
し
、
そ
の
中
央
に
軌
道
が
敷
設
さ
れ
た
。

余
談
だ
が
、
２
０
２
５
年
夏
に
路
面
電
車 

広
島
っ
て
ど
ん
な
街
？ 

七
つ
の
川
が
流
れ
る
街 

宮
島
線
も
当
日
の
午
後
に
は
一
部
区
間
が
復
旧

し
、
翌
日
に
は
全
線
が
復
旧
し
た
。「
焼
け
野
原

に
電
車
が
走
れ
ば
、
み
ん
な
勇
気
が
湧
き
喜
ん
で

く
れ
る
」
と
、
路
面
電
車
も
わ
ず
か
３
日
後
に
は

部
分
復
旧
し
、
２
か
月
後
に
は
広
島
駅
か
ら
中
心

部
も
繋
が
っ
た
。
路
線
バ
ス
も
被
爆
２
日
後
か
ら

走
り
出
す
。
交
通
機
関
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
地
域
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
当
時
の

関
係
者
の
努
力
に
は
感
謝
し
か
な
い
。 

「
原
爆
の
時
こ
こ
が
公
園
で
よ
か
っ
た
」
と
平
和

学
習
で
訪
れ
た
小
学
生
が
言
っ
た
そ
う
だ
が
、
平

和
記
念
公
園
の
あ
る
中
島
地
区
は
公
園
で
は
な

く
、
広
島
有
数
の
繁
華
街
だ
っ
た
。
終
戦
か
ら
４

年
た
っ
た
１
９
４
９
年
、
広
島
平
和
記
念
都
市
建

設
法
が
公
布
さ
れ
、
１
９
５
２
年
に
法
律
の
趣
旨

に
沿
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
計
画
と
し

て
、
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
平
和
記
念
資
料
館
の
一
階
に
あ
る
ピ
ロ
テ
ィ

か
ら
公
園
に
進
む
と
、
一
直
線
に
原
爆
死
没
者
慰

霊
碑
と
原
爆
ド
ー
ム
が
並
び
、
南
北
軸
で
恒
久
平

和
を
願
う
平
和
記
念
公
園
や
、
広
島
城
周
辺
の
中

央
公
園
や
東
西
を
貫
く
平
和
大
通
り
な
ど
が
、
こ

の
計
画
を
も
と
に
整
備
さ
れ
た
。 

猿猴橋町最終電車 

は
、
駅
前
大
橋
を
渡
り
広
島
駅
の
２
階
に
乗

り
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
猿
猴

橋
町
や
荒
神
橋
を
通
る
ル
ー
ト
は
廃
止
と

な
っ
た
。
そ
の
際
に
「
最
初
か
ら
遠
回
り
す

る
の
で
は
な
く
広
島
駅
か
ら
真
っ
直
ぐ
に

線
路
を
敷
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
」
と

の
声
も
聞
こ
え
た
の
だ
が
、
猿
猴
橋
町
電
停

の
あ
る
交
差
点
は
西
国
街
道
で
あ
り
、
賑
や

か
な
商
店
や
人
家
の
多
い
区
間
を
通
る
こ

と
は
、
当
時
と
し
て
は
当
た
り
前
の
発
想
で

し
か
な
か
っ
た
。 

原
爆
を
乗
り
越
え
て 

 
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
広
島
に
人
類
初

の
核
兵
器
で
あ
る
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

た
。
熱
線
や
爆
風
、
建
物
倒
壊
や
火
災
な
ど

の
ほ
か
、
放
射
線
に
よ
る
被
害
も
合
わ
せ
る

と
年
末
ま
で
に
１
４
万
人
が
亡
く
な
っ
た

と
さ
れ
、
広
島
は
焼
け
野
原
と
な
っ
た
。
都

市
部
の
交
通
は
原
爆
と
直
後
の
枕
崎
台
風

で
壊
滅
し
た
が
、
デ
ル
タ
外
周
を
走
っ
て
い

た
山
陽
本
線
は
か
な
り
早
い
段
階
で
復
旧
。 

研究発表大会は広島工業大学五日市キャンパス 



「
路
面
電
車
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
を
中
心
と
し
た

公
共
交
通
体
系
再
構
築
の
検
討
調
査
」
に
は

地
下
鉄
案
は
な
い
。 

 

バ
ス
の
街
と
も
呼
ば
れ
る
広
島
は
バ
ス

会
社
も
多
く
、
乗
り
場
が
分
散
し
て
不
便
な

た
め
、
早
く
か
ら
郊
外
バ
ス
の
拠
点
と
し
て

バ
ス
セ
ン
タ
ー
構
想
が
あ
っ
た
。
当
初
は
ビ

ル
の
１
階
に
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
乗
り
場

を
３
階
に
整
備
し
た
形
で
１
９
７
４
年
に

広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
業
し
た
。
再
び
余

談
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
３
階
に
バ
ス
セ

ン
タ
ー
、
広
島
駅
ビ
ル
の
２
階
に
路
面
電
車

と
、
広
島
は
公
共
交
通
の
拠
点
を
ビ
ル
の
中

層
階
に
整
備
す
る
の
が
特
徴
に
思
え
る
が
、

そ
の
原
点
が
駅
ビ
ル
の
２
階
を
玄
関
口
に

構
え
た
「
未
来
の
広
島
駅
」(

広
島
復
興
大
博

覧
会
で
展
示)

に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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JR 

広島市東部地区連続立体交差事業 

芸備線再構築協議会 

呉線複線化 

路面電車 

循環ルート 

広島港出島地区延伸 

平和大通り線構想 

バス 

共同運営 

（バス協調・共創プラットフォーム） 

アストラムライン 

西広島延伸 

道路 

国道２号線西広島バイパス高架延伸事業 

道路広島都市高速３号線廿日市延伸事業 

再開発 

基町相生通地区第一種市街地再開発事業 

本通３丁目地区市街地再開発事業 

広島八丁堀３・７地区市街地再開発 

サンモール一帯再開発 

天満屋八丁堀ビル建て替え 

商工センターMICE施設の整備を盛り込んだまちづくりビジョン 

広島競輪場再整備事業（アーバンサイクルパークス広島） 

西飛行場跡地の多目的スポーツ広場 

マリーナホップ跡地の乗り物をテーマとした複合施設の整備 

雑
を
解
消
す
る
と
し
た
構
想
を
、
広
島

経
済
同
友
会
代
表
幹
事
時
代
の
広
電
大

田
哲
哉
社
長
が
口
に
し
た
こ
と
は
あ
っ

た
。
一
般
的
に
巨
大
な
鉄
道
駅
は
地
域

を
分
断
す
る
壁
と
な
り
や
す
く
、
路
面

電
車
で
駅
の
南
北
を
結
び
一
体
化
す
る

大
田
社
長
の
案
に
つ
い
て
、
検
討
の
余

地
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
具
体
化
す

る
前
に
病
に
倒
れ
、
路
面
電
車
は
広
島

駅
で
止
ま
る
現
在
の
形
で
整
備
さ
れ
、

バ
ス
も
共
同
運
行
で
重
複
部
分
の
整
理

を
進
め
て
い
る
。 

 

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
開
通 

 

市
北
西
部
の
宅
地
開
発
に
よ
る
渋
滞

対
策
と
し
て
、
１
９
９
４
年
に
新
交
通

シ
ス
テ
ム
「
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
」
が
、

本
通
駅
か
ら
広
域
公
園
前
駅
ま
で
開
業

し
た
。
ア
ル
フ
ァ
形
整
備
と
し
て
、
広

域
公
園
前
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
広
島
駅
を
経

由
し
て
平
和
大
通
り
を
東
進
し
、
本
通

駅
か
ら
も
南
に
延
伸
し
て
白
神
社
前
交

差
点
で
交
差
す
る
構
想
も
あ
っ
た
が
、

現
在
は
２
０
３
６
年
度
に
広
域
公
園
前

駅
か
ら
西
広
島
ま
で
を
単
線
で
延
伸
開

業
す
る
事
だ
け
が
決
ま
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
戦
渦
か
ら
の
復
興
の
先
に
待
っ

て
い
た
の
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大

だ
っ
た
。
都
心
部
の
整
備
が
進
み
人
口
が
増

え
始
め
る
と
、
デ
ル
タ
外
部
に
宅
地
開
発
が

進
み
は
じ
め
、
自
動
車
交
通
は
増
加
。
広
島

周
辺
に
は
様
々
な
道
路
が
建
設
さ
れ
た
。
西

広
島
バ
イ
パ
ス
・
祇
園
新
道
・
山
陽
自
動
車

道
・
安
芸
バ
イ
パ
ス
・
広
島
高
速
道
路
１
号

〜
５
号(

５
号
は
整
備
中
）。
そ
の
一
方
で
路

面
電
車
は
邪
魔
者
と
さ
れ
、
軌
道
敷
内
通
行

可
と
な
っ
て
定
時
制
も
失
い
、
他
都
市
同
様

に
廃
止
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
路
面
電
車

に
変
わ
る
都
市
交
通
の
柱
と
し
て
地
下
鉄
計

画
も
検
討
さ
れ
、
広
島
都
市
交
通
研
究
会(

Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｓ)

・
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ⅱ
・
公
共
交
通
施
設
長

期
計
画
策
定
委
員
会(

八
十
島
委
員
会
）
な
ど

の
議
論
で
は
地
下
鉄
案
が
提
案
さ
れ
た
。
こ

れ
に
は
路
面
電
車
を
標
準
軌
か
ら
狭
軌
へ
と

改
軌
し
、
国
鉄
在
来
線
と
相
互
乗
り
入
れ
す

る
案
な
ど
も
あ
り
、
広
電
は
独
自
に
路
下
案

や
可
部
線
乗
り
入
れ
構
想
も
示
し
た
が
、
い

ず
れ
も
実
現
し
て
い
な
い
。 

テ
ー
マ
と
し
た
複
合
施
設
の
整
備
な

ど
が
あ
る
。
近
隣
で
は
、
広
島
市
の
西

に
位
置
し
、
大
観
光
地
で
あ
る
宮
島
を

擁
す
る
廿
日
市
市
で
、
平
良
丘
陵
地
区

に
お
い
て
廿
日
市
市
新
機
能
都
市
開

発
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

１
９
７
５
年
の
山
陽
新
幹
線
広
島

開
業
で
新
幹
線
口
の
鉄
道
用
地
も
整

備
さ
れ
、
再
開
発
が
進
む
広
島
駅
周
辺

と
、
高
度
成
長
期
の
建
築
物
の
老
朽
化

な
ど
で
再
開
発
計
画
が
多
い
中
心
部

と
を
楕
円
形
で
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
が
、

現
在
の
広
島
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

る
。 

 

未来の広島駅広島復興大博覧会1958年 

第
２
バ
ス
セ
ン
タ
ー
構
想 

広
島
駅
か
ら
八
丁
堀
・
紙
屋
町
間
に
か
な
り

の
路
線
が
重
複
す
る
た
め
渋
滞
す
る
の
で
、

第
２
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
広
島
駅
の
新
幹
線

口
側
に
整
備
し
、
路
面
電
車
が
広
島
駅
を
突

き
抜
け
て
接
続
す
る
こ
と
で
中
心
部
の
混

雑
を
解
消
す
る
と
し
た
構
想
を
、 

関
係
者
の
努
力
や
県
警
の
欧
州
視
察
な
ど

に
よ
り
、
再
び
軌
道
敷
内
通
行
禁
止
と
な

っ
て
安
定
し
た
定
時
運
行
が
確
保
さ
れ
、

宮
島
線
と
の
直
通
運
転
や
車
両
の
大
型
化

で
輸
送
力
を
発
揮
し
た
路
面
電
車
は
、
都

市
内
交
通
と
し
て
定
着
し
、
２
０
０
５
年

に
中
国
運
輸
局
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た

「
路
面
電
車
の

L
R

T

化
を
中
心
と
し
た

公
共
交
通
体
系
再
構
築
の
検
討
調
査
」
に

は
地
下
鉄
案
は
な
い
。 

広島のこれから 

道
路
整
備
と
し
て
は
、
デ
ル
タ
周
辺

部
か
ら
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
と
、

通
過
交
通
に
よ
る
混
雑
回
避
の
両
輪
で

整
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
現
在
は
国
道

２
号
線
西
広
島
バ
イ
パ
ス
高
架
延
伸
事

業
と
都
市
高
速
３
号
線
廿
日
市
延
伸
事

業
が
具
体
化
に
向
け
進
行
し
て
い
る
。 

ま
ち
づ
く
り
は
楕
円 

中
心
市
街
地
の
再
開
発
と
し
て
は
、

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定
を
受

け
、
複
数
の
事
業
が
進
行
中
で
あ
っ
た

り
計
画
中
で
あ
る
。
主
な
も
の
と
し
て

は
、
基
町
相
生
通
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
、
本
通
３
丁
目
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
、
サ
ン
モ
ー
ル
一
帯
再

開
発
、
天
満
屋
八
丁
堀
ビ
ル
建
て
替
え

な
ど
が
あ
る
。 

周
辺
で
は
、
西
の
玄
関
口
と
し
て
商

工
セ
ン
タ
ー
地
域
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の

整
備
を
盛
り
込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
、
広
島
競
輪
場
再
整
備
事
業
（
ア

ー
バ
ン
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
ス
広
島
）、
西

飛
行
場
跡
地
の
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場

や
マ
リ
ー
ナ
ホ
ッ
プ
跡
地
の
乗
り
物
を 


